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健康は、私たちの生活の中で最も貴重な資産の一つです。 

松阪市では全国的な傾向と同様に、少子化と高齢化により 

総人口と働く世代の人口が減少している中で、がんや心疾患、 

糖尿病などの生活習慣病の予防や健康寿命をいかに伸ばしていくかが重要な課題

となっています。また、独居世帯の増加や女性の社会進出、仕事と育児・介護の両

立や多様な働き方の広まり、高齢者の就労拡大など、社会の多様化が進む中で各

ライフサイクルの特徴に応じた健康づくりが益々大切になっています。 

松阪市は、豊かな自然と悠久の歴史が調和し、松阪牛に代表される食文化があ

り、健康な暮らしを実現する上で恵まれた環境を有していると言えます。そして、松

阪市は、古来より多くの偉大な人物たちを輩出し、その中でも江戸時代の国学者で

ある本居宣長は、特に特筆すべき存在です。宣長は医療観や健康観について深く考

え、その教えが今もなお私たちに示唆を与えています。彼が京都時代に書いた文章

の中には、「食
しょく

を薄
うす

くして飽
あ

かず」（過食をするな）、 「 形
かたち

を労
ろう

して倦
う

まず」（こまめ

に動け、体を動かせ）、 「思慮
し り ょ

は常
つね

に 寡
すくな

くす」（あんまり悩むな）、 「 則
すなわ

ち気
き

に 従
したが

っ

て 順
じゅん

となり、 周 流
しゅうりゅう

して 滞
とどこお

らず」（そうすれば元気が体中に満ちてきて、そして無

病息災であるよ）といった言葉が含まれています。宣長は生涯を通じて、この考え

方を大切にし、実践し続けました。 

健康はどの時代においても、日々の暮らしの中における貴重な宝物です。これか

らも松阪らしさを大切にし、みんなの力を合わせることで誰もが健康になれるまち

づくりを実現していきたいと考えています。その一つとして、本計画ではスポーツ

と連動した健康づくりの取り組みを展開し、市民が楽しみながら自然に健康になれ

るまちづくりを進めてまいります。 

最後に、松阪市の新しい健康づくり計画にご協力いただき、一緒に歩みを進めて

いくために一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

本計画の策定にあたりましては、貴重なご意見をいただきました市民の皆様を

はじめ、松阪市健康づくり推進協議会、関係機関・団体の方々に厚くお礼申し上げ

ます。 

 

2024 年（令和 6 年）3 月 

 

                   松阪市長  竹上 真人 

は じ め に 
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